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概要 本 ll究では 20代 30代 40代 の女性 たちが 「■年

'明

J「 開経Jに ついて ど

のようなイメージをllっ ているのが 2008年 10月 ～ll月 に362人 の女性を対象に

行ったアンケート訓企の結果から分析し ■年■ll前 世代の女性たちの閉経や更年期

に対する意識や婦人r「検診の受診脚 Lを把握した上で 女性たちにどのような情報

やサービスをlt供すべきかについて考察した (更年期とカロ齢のヘルスケア 8:
101--108,2009)

―

聖 F¨ =仰
く女性の■年期 ホルモン漱法 月格111■ 候I PMS

背景・ 目的

40代後半かい50代 11+の 問経11に .Jれ る「更

均=川IJに 力‖え 30イ 後ヽ=Fか わ40(ヽ 111た の「ブレ史

年卿IJ 20代後半から30代 ,1+の「プチ■■,Щ Jな

ど 医学
`,に

は厳密な定義をされていないにもか

かわらず「■年

"∫

Jと いう言葉が マスメデイア

で取 り上げら・l 幅広いイF代層に認女Πされつつあ

る

特に女円:た ちのti・ 志向やアンチェイツングヘ

の関′しの高まりとともに 女性誌やインターネッ

トなどでも さかんに「史年ll Jと いうテーマカゞ

取り扱われている

そこで「■年知lJに 関する情十にについて 情報

発イ言者の一人として 女性たちがどんな関心をll

ち メl llし ているのかについて 調査を行う必要

円:を 感した マスメディアが 受け千側の女性た

ちのユーズに合った情報を提供していくために

今回の訓下結果を有効に活用するDi存である

方  法

2008年 10月 に 20代 ～40代のlll労女性を対象

に 郵送による11記名のアンケー ト調査を実施

対象をは アパレル え英Ft会 社 スポーツクラ

ブ 病院 美容関連会社 出版社 剰i問社などに

勤務する女性 243人 (20代 100人  30イ 8ヽ4人

40代 53人 )さ らに 2008年 ll月 に実施されたア

ンチエイツングに関するセミナーに参力Πした勤労

女性 l19人 (201い 5人 30fヽ 39人  40代 65

人)に も 会IF7 1klで アンケー ト調査を行った (図

1)質‖1項 日は 20円1で 月にの
'医

況 婦人千検診

の受診状況 更年月]と 問経への関心やイメージ

第 7回更年期と加齢のヘルスケア学会学術集会 (2008年 11月 24曰  東京開催)に て発表

[受付日]2009年 2月 25日  曖 領日12009年 4月 10曰

[別昴l請求先1■山恵子 医療ジャーナリス ト

〒153Ю051 東京●l日 早区上目黒 38-5-503
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0243人は垂F送アンケート調査を実施(2008年 10月 )

20代
43%

●119人 は会場アンケート調査を実施(2008年 11月 )

●合計362人の年齢構成

40代

33%
20代

33%

30代

34%

図 1 調査対象プロフィール

自分の11■の■年川]や 円経の1人況 ホルモン湘〕充
結   果症法への認丼や関′し、 ■年ll情報とのl_触状況

更午卿1や 開経に関する和1談サービス利lllの意向な   今回の訓●対象者は図 2の とおり 婦人千検診
どについてい1答 してもらった           の受診有無について「毎年または2-3年に1度
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20代 30代 40代 全 体

早期発見てきるから 2` ,3

健康維持のため 17 2 70

自分の健康に不安があるから 21 i 48

面倒だから 23 12 39

忙 しいか ら 17 31

健康に不安がないから 4 28

行く必要があるから 8 24

恥ずかしい 12 5 O 17

いい病院が見つからないから 3 10 4 1'

内診するのがイヤだから 8 4 3 15

家族やパー トナーのため 3 7 15

費用がかかる 8 5 1 14

信頼できる先生がいるから 2 0 9

費用がかからない (安 い)か ら 1 6 1 8

過去に受診 して ィヤになったから 0 2 2

その他 9 1 47
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20代

面倒だから 2〔

健康に不安がないから 22

忙しいから 17

健康維持のため 17

早期発見てきるから 1

その他 2`

00代

健康維持のため 0(

早期発見てきるから 2(

自分の健康に不安があるから

面倒だから 2

忙しいから 1

いい病院が見つからないから

40代

早期発見できるから 2〔

健康維持のため 2〔

自分の健康に不安があるから 1

黎族やパートナーのため 5

その他 14

図3 婦人科検診へ行く (行かない)理由

17・人科検診に行くJと 回答した人が 40代で87%  は「口i倒 J「健康に不安がないJ「忙しいJな どだっ

と多かったのに対し20代 では「未経験者Jが 59%  た (図 3)

もおり 年代によって婦人ll検診への積極Lが大   しかしながあ図 4の ように「月経から来る体

きく異なることがわかった            調不良を感じるJ人 は 20代で82%30代で 75・●

検診に行く (イ iか ない)´1由 として「74■ 維+」  40代で55%と いう結果で 月l.ト ラブルをl.え

「1,気の早卿1発見J「 自分の世京に不

'力

あ`るJと い  る20代 30イ t女 1生が多いことがわかる

う意見が多く 20代女性が検診を受診しないコ1蔵    「■年期に関心があるJと 」答したのは 40代で

口毎年 婦人科検診を行つている       ●2～ 3年に1度 婦人.I検 診を行つている

口婦人ll検 診を行つたことがない       口 6年以上前に 婦人科検診を行つたこ

●5年 に 度ヽ 婦人科検診を行つている

全体

40●

30代

20イt

Ol

図 2 婦人科検診の受診経験
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口大ιヽ こ感じる□やや感じる□ あまり感じない 口まったく感じない

10ヽ     20:i    3olt    40ヽ     5oヽ      6oヽ     7o1    80:t    9oヽ     lool

図 4 月経から来る体調不良の有無

。関′い

全体

40代

30代

20代

□とても関心がある口まあ関心がある□ あまり関心がない■まったく関心がない

0'i

●危機感

10ヽ    20:t    oo,i    401    50:t    coli    70ヽ     30ヽ     9oゝ    loo%

□大しヽ こ感じる□やや感じる□ あまり感じない●まったく感じない

全体

40代

30代

20代

01: 1011    20ヽ     301.    401    50ヽ     6et    70,.    oo..    9ol.    1001

図 5 更年期への関心と危機感

91● ●30代で 74%20代でも62%で 全体で,2%    さらに図 6の とおり「ツ|ホ 1へのり心Jに ついて

と 関し、か,,い ことがわかった (図 5)      は 4()代 で 87・・ 30代で 73,` 2()代 で 66%と
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o間′い □とても関,いがある口まあ関心がある口あまり関心がない ■まつたく関心がない

口大いに感じる口やや感じる口 あまり感じなしヽ 日まったく感じない

図 6 閉経への関心と危機感
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「■年期Jと J様に「開経」に関しても関.じ、は高い

「F71i rへの危機感Jに 関しては 40代が 41・0 30
代が 45・.20代が 31%で 30代女性が 40代 より

も若Tではあるが「閉経への危機感Jを強く感じ

ている

図 7の 市i果 をみると「ホルモ ン補充療法を

知っているJと 日本したのは 40代で49% 30
代で 35・0 20代で 19・ .「ホルモンili充療法を受

けてみたいJと いう人は 40代  30代 20代 とも

に43%で 認鶉度は世代によって異なるものの

ホルモン市充療法への抵抗感はオいL代ほど薄れ

ているのがわかる

図 8の■年期や門経に関する情報接触に対し

ては「更牛lllや開経に関して知りたいJと いう人

は どの世fにでも90%前後で メディアとしては

「インターネットJ「雑誌Jが圧111,に 多く 次いで

「,商 党やクリニックJ「 テレビJ「友人 先Iと の会

話J「力i聞 Jの順だった (図 9)

|(後 に図 10の とおり「■年川|や 開経に関する

相談先Jと して希望するのは やはり「婦人科や

■年Itl専 門の病院J「 家族J「友人Jで「更年期や閉

経に関する好人■での4i lllR談 Jに関して「和1用

したくないJと いう人は577に とどまったのに対

し 0世代の41%が「1000円 ～5000円 未満なら

相談したいJと 同答し「5000 Pi以上でもオΠ談した

いJと いう人も30代で 13% 40代で 16%ほ ど存

在した (図 11)

考  察

1 ■年脚∫や閉経への漠然とした不安感

2 11代 によって異なる関′い

3 婦人科が普及啓蒙の中心になる必要性

4 婦人llデ ビュー

5 メディアとのリレーション
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今11/1調 イド鵠|,tを FLて  前‖|の 1■について

さらに

`茶
していくことにする

20代 30代の女性は 用経■市,を 60茂以上と

認ilヽ している人も多く「更イF,明 J「 開経Jを ■然と
‐
ネガティプで11ぃ もの 1と 考えるlll Flがある さ

らに考察すると 20代  3()代 ほど「,1“から,て る

体測不■を感じる と答えているにもかかわらず

「7t業 に不安かないJと いう

"詢

hで婦人r検診を■

診しなtヽ 人力i多
|ヽ ことから 'llLに ともなうさま

ざまな トラブルを「
'`た

011の il人 |と lLjltし て

我

'し

たり 反riし てぃるllliⅢ lが ,こ られる そこ

で 20代 に対して1ま  P、lSな と′),,ホ tト ラブルに

力して もっと共

“

1に 考えて 姉:人rにイiく よう

にlイ

`0す

ることで ■・l川 や力経などに関しても

「 しい情IIを 企tiで きるのではないかと″えた

30fヽ 女1■ については ‖ rを 考える時
"|で

もあ

り 実際に

“

rを経

"た

して■人卜に,亜 院するよう

になり 虻■101や 円経などについても対心が高ま

るけ
'明

で この Itイ にヽは ‖lr i市 て キャリ

アなどとともに 女1■ のllの 変化について =発
を行うと川心が高まると感した

10代 女性は すでに自分のllの変化に気づき始

めたり ,1,1代 の友人11に で「■年期Jや「口|“ J

についてi舌 し合うl■ 会も増え さらに子市ても一

段著して 自分を見つめなおし■出もできるため

た1明 的に姉:人 rlに ,嘔 iし たリ エイジングケアフ)

ために ホルモン補i充療法などについて 考え始

める女円:が多く 関心も,´計に1ヽ い

いずれの 11イにをみても  いになるべき,4:は

帰人rであり そこでしっかりと憲者を受け入れ

て 疑11や 不安に答えること力iで きれば J:し い

|イ珠,占動力iで きると感じた

しかしながら20(tを はじめとするだitヽ ,tイ でヽ

は「面倒だからJ「仕康に不安がない「■■が忙 し

□よく知っている □まあ知っている □あまり知らない ■まったく知らない

□ぜひ受 すてみたいと思う      □ やや受けてみたいと思う
□あまり受けてみたいと思わない   ■まつたく受けてみたいと思わない

図 7 ホルモン補充療法の認知度と関心
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□大しヽこ知りたいと思う   口まあ知りたいと思う
囲あまり知りたいと思わない ■まつたく知りたいと思わない

全体

40代

30代

20代

0ヽ

図 8 更年期や閉経に関する情報への関心

ロインターネット

ロ雑誌

□病院 クリニック

ロテレビ

■友人や先を の会話

田新聞

日市区や保健所が行うセ

□家族との会話

□

図 9 更年期や閉経に関する情報源

口婦人科や夏年期専門の病院 国家族 口友人 日かかりつけの病院 ロインターネットや電 .●tB談

40イ代

30代

20代

10ヽ     20ヽ    30%    40ヽ     50ヽ      60ヽ     70ヽ      80%    901    looヽ

図 10 更年期や閉経になった時の相談先
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□相談料力■万円以上でも利用したい

□相談料が5000円以上1万 円未満なら相談したい

口相談獅 ヽ000円 以上6000円 未満なら相談したい

日相談料力̈ 000円 未満なら相談したい

■相談料が無料なら相談したい

曰利用したくない

全体

40イ代

00代

20イt

図 11 更年期や閉経に関する婦人科での有料相談の利用意向

いJ「恥ずかしいJな どの■日で 婦人千「検診を受

診しない人も多く 若い女性に対してllttr「が直

接1,に 接ltlし てltlき 力,す るのは蜘|し いことであ

る ただ その突破口として PMSや 月経に関す

るトラブルなどについて 現状では不安を抱えな

がいIR談できずにいる状,)」 なので これらの情報

を■,tし 「初潮を迎えたらlA・ 人■に行くことJや
「月経 トラブルがあれば婦人rに IH談することJを

中 しヽに マスメディアを通して啓発し 定期的に
17■ 人千検診を受けるなど 婦人■との接触を増や

すことが可能だと思う

l■ 人利と女4生 たちをitぶ媒介者としてのメディ

アの存在は大きく マスメディアでは 年代ごと

に野亡テーマをしはり 切り口を変えて情判えを発

信し 婦人科受診はどの LI代 の女円:に とっても

大きなメリットがあることを強訓する必要性を感

じた

まとめ

調査結果から 20代 30代 40代のどのII代 の

女性たちも「更年期J「 開経Jに関′しが高いことが

わかった その関′し、にこたえるべく 医療現場ヤ

メディアなど力」背報やサービスを提供する必要性

をよじる その方法としては 20代では「
'可

経 ト

ラブルJや「美容J 30代では「出FrJや「仕事の

ストレスJ 40代では「エイジングケアJ「 肥満Jな

ど 世代ごとに切り口を変えて情報を提供し 10
代 (41測 を迎えたけ14)か ら婦人Tlと 仲良く付き

合いながら「女性の健康Jに 配慮することが や

がて訪れる「閉経Jや 「更年期Jを 快適に来り

越える方法であることをわかりやすく伝え これ

によって 人でも多くの女性が早lllに 婦人Tlと の

接tFを 持つことを切望する


